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整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（奈良県　令和４年度）

メ
ニュー
①

メ
ニュー
②

事業内容 事業費

備考

（円）

（工種、
施設区
分、構
造、規
格、能力
等）

交付金
都道
府県
費

市町村費 その他

曽爾
村

奈良県
農業協
同組合

野菜
（トマ
ト）

▼【野
菜】▼
類別
233▼対
象品目
の販売
額が10%
以上増
加

14,230
千円

10,413
千円

10,379
千円

9,021
千円

11,536
千円

12,469
千円

25,197
千円

-16%

販売額が
計画時よ
り1,761
千円減少

野菜
（トマ
ト）

▼【野
菜】▼
類別
235▼対
象品目
の販売
額のう
ち契約
取引が
占める
割合を5
ポイン
ト以上
増加

0%

(0千円
/14,23
0千
円）

0%

(0千円
/10,41
3千
円）

57.6%

(5,978
千円
/10,37
9千円)

32.6%

(2,940
千円
/9,021
千円)

0.4%

(46千
円

/11,53
6千円)

0.0%

(0千円
/12,46
9千円)

30%

(7,410
千円
/25,19
7千円)

0%
契約取引
実績なし

トマト重
量選別機
（１条
型・計数
処理装置
付・選果
能力
8,000個/
時

15,660,000 7,250,000 0 7,040,000 1,370,000
平成30年
３月30日

栽培面積は増加した
が、小玉傾向、小売単
価の低迷により目標の
販売額に達しなかっ
た。加えて、新型コロ
ナウィルス感染症の影
響により飲食店の需要
が激減したことなどか
ら、契約取引が急落
し、目標達成に至らな
かった。
今後は、栽培技術の向
上に取り組み、品質向
上及び生産量の増加を
図るとともに、産地PR
等を通じて新たな契約
先の確保を図る。

２つの成果目標が
ともに未達成と
なっている。
目標の達成に向け
て、高単価販売及
び契約出荷に向け
て、高品質生産が
図られるよう、栽
培技術の向上に向
けた技術指導及び
販路開拓を行うよ
う指導する。

0%
総合
所見

都道府県の評価

２年後
（平成
30年）

計画時
（平成
28年）

成果目
標の具
体的な
内容②

事業実施後の状況②事業実施後の状況①

３年後
（令和
元年）

１年後
（平成
29年）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成
28年）

１年後
（平成
29年）

事業実施主体の評価

３年後
（令和
元年）

都道府県平均
達成率

県の平均達成率は0%で目標達成できていない。今年度評価対象地区は１地区であり、当該地区で目標達成ができなかった。
生産量の増加及び品質向上に取り組み、高単価販売及び契約出荷が増加するよう指導を行う。

成果目標
の具体的
な実績①

（対象
作物・
畜種等
名）①

市町
村名

事業実
施主体
名

４年後
（令和
２年）

目標値
（令和
３年）

５年後
（令和
３年）

５年後
（令和
３年）

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

完了年月日

達成率

目標値
（令和
３年）

４年後
（令和
２年）

２年後
（平成
30年）

成果目
標の具
体的な
内容①

負担区分（円）

成果目標
の具体的
な実績②




